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日本の科学技術イノベーション政策の推進体制

総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が司令塔として機能
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日本の研究資金配分機関

日本の主要な研究資金配分機関
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JSPS
日本学術振興会

JST
科学技術振興機構

NEDO
新エネルギー・産業技術総

合開発機構

AMED
日本医療研究開発機構

所管省庁 文部科学省 文部科学省 経済産業省 文部科学省・経済産
業省・厚生労働省

目的 学術研究の振興やこれ
を担う人材の育成

新しい価値の創造への
貢献と科学技術の振
興

エネルギー・環境問題の
解決および産業技術力
の強化

医療分野の研究開発
の推進とその環境の整
備

2020年度
予算 (億円)

2,662 1,073 1,612 1,268

職員数 169 1,277 972 386



科学技術振興機構（JST）の概要
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JSTは、世界トップレベルの研究開発を行うネットワーク型研究所として、
未来共創イノベーションを先導します。

JSTの使命

事業内容
未来を共創する研究開発戦略を立てる

知を創造し、経済・社会的価値へ転換する

社会との対話を推進し、人材を育成する

研究開発の推進 人材・知・資金の好循環システムの構築 国際化の推進

情報基盤の強化

対話・協働 次世代人材の育成 イノベーションの創出に資する人材の育成

挑戦的な研究開発の推進



年度予算と事業内容
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JST産学連携支援事業

23%

44%

7%

26%

1,073億円
2020年度

マッチング支援

研究開発支援

知的財産活用支援

産学連携支援事業

戦略的創造研究推進事業

その他

未来社会
創造事業

共同
研究開発

IP

出会いの場



研究開発支援

• 共創の場形成支援プログラム
• センター・オブ・イノベーション(COI)プログラム
• 産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム(OPERA)

共創の「場」の形成支援

• 研究成果最適展開支援プログラム(A-STEP)
• 先端計測分析技術・機器開発プログラム
• 産学共同実用化開発事業(NexTEP)
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• 大学発新産業創出プログラム(START)
• 社会還元加速プログラム(SCORE)
• 出資型新事業創出支援プログラム(SUCCESS)支援

大学発ベンチャー支援・出資

企業化開発

支援

支援



2020/21年度予算
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プログラム名 2020年度 2021年度

共創の場形成支援 ※COI、OPERAを含む 138.0億円 137.0億円
9.0億円*

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP） 67.8億円 61.1億円
13.6億円*

先端計測分析技術・機器開発プログラム 4.7億円 ー（支援終了）

産学共同実用化開発事業（NexTEP） ※H24・H28年度補正予算により実施

大学発新産業創出プログラム（START）※SCOREを含む 19.4億円 19.9億円
23.8億円*

出資型新事業創出プログラム（SUCCESS） ※H26年度補正予算を原資として実施

＊青字は2020年度第3次補正予定額



企業化開発

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）
トライアウト 産学共同 企業主体

育成型 本格型 マッチングファンド
型

返済型

申請者* 大学 大学 大学と企業 企業 企業
期間 ≤ 2年度 ≤ 3年度 ≤ 5年度 ≤ 6年度 ≤ 6年度
研究開発費/
課題

≤ 300万円 ≤ 1,500万円 ≤ 1億円 ≤ 5億円 ≤ 10億円

支援数/年 240 70 27 若干数 若干数
特色 大学等のシーズが

企業ニーズの達成
に資するか、可能
性を検証。

大学等の基礎研
究成果を企業との
共同研究に繋げ
るまで磨き上げ、
共同研究体制の
構築を目指す。

大学等の技術
シーズの可能性検
証、実用性検証
を産学共同で行い、
実用化に向けて
中核技術の構築
を目指す。

実用化・事業化に向けて、大学等の研
究成果・技術シーズに基づく企業主体
による実用化開発を実施。

2020年度公募 ’20/3/31-6/18
‘20/12/21-’21/1/21*

’20/3/31-6/25
‘20/12/21-’21/1/21*

’20/3/31-6/25 ’20/3/31-7/22 通年

*「大学」には国公立私立大学、高等専門学校、国公立試験研究機関、国立研究開発法人を含む。
* 青字は2020年度第3次補正予算に基づく公募（2021年度公募の前倒し実施）。

研究開発支援プログラム
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大学発ベンチャー支援・出資
大学発新産業創出プログラム（START） 出資型新事業創出支援プ

ログラム（SUCCESS）
事業プロモーター支
援型

プロジェクト支援型 社会還元加速プログラ
ム（SCORE）

申請者* 事業化ノウハウを有す
る機関

大学 大学、アントレプレナー志
望者

JSTの研究開発成果の実用
化を目指す事業初期段階
（設立前も含む）にあるベ
ンチャー企業

期間 5年 1～3年 チーム推進型：1年
大学推進型：5年

-

研究開発費/
課題

≤ 2,000万円/年 3,900万円/年
(期間2～3年)
6,500万円/年
(期間1～2年)

チーム推進型*：650万
円/年
大学推進型**：6,000
万円/年

-

支援数 15 20 15 24(2020年3月末)

特色 4～5課題の事業を育
成。

事業プロモーターと作
成した事業プランに基
づき研究開発と事業
化を一体的に推進し
起業を目指す。

リーンスタートアップ手法
等のベンチャー起業・成
長に有益な知識を実践
的に学習。

JSTの研究開発成果の実用
化を目指すシード・アーリー
ステージのベンチャーに対して
JSTが出資や人的・技術的
援助を実施。

2020年度公募 ’19/12/24-’20/2/12 ’20/1/31-4/17|7/31
‘20/12/21-’21/1/21|2/25*

’20/3/9-6/10* |6/25**
‘20/12/21-’21/1/21*

なし（随時相談受付）

*「大学」には国公立私立大学、高等専門学校、国公立試験研究機関、国立研究開発法人を含む。
* 青字は2020年度第3次補正予算に基づく公募。 8
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福祉機器開発事例① 「スマート電子白杖」
活用制度：研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP） 平成22年度

課題名：視覚障害者用『スマート電子白杖』の高信頼性・低コスト製造法

研究者：秋田県立大学 岡安 光博 准教授（当時） 企業：秋田精工株式会社

超音波センサーで正面と頭部前方の障害物を感知し、グリップとリストバンドの
振動により障害物の情報を使用者に伝える「スマート電子白杖」を開発

https://www.jst.go.jp/pr/announce/20110530-2/
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福祉機器開発事例② 「ロボティックウェアcurara®」
活用制度：研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP） 平成23年度

課題名：同調制御を用いた高機能軽量ウェアラブル・ロボティックスーツの研究開発

研究者：信州大学 橋本 稔 教授（当時） 企業：山洋電気株式会社

装着者の動きをセンサーで読み取り

その動きに合わせて関節の動きをア

シストする「同調制御」と、独自開

発の非外骨格型の構造の採用により

軽量で装着感に優れたロボティック

スーツcuraraを開発、ベンチャー

企業AssistMotion社を設立

画像はAssistMotion社HPより引用
http://assistmotion.jp/#curara_page2

※AssistMotion社はシーズ・ニーズマッチング交流会2020に出展中です。
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福祉機器開発事例③ 「パワード義足」
活用制度：大学発新産業創出プログラム（START）平成28年度

課題名：障害者のモビリティを高める高性能義足の開発

研究者：東京大学 稲葉 雅幸 教授（当時）

事業プロモーター：東京大学エッジキャピタルパートナーズ

左：パワード膝接手
上：パワード足部
https://www.jst.go.jp/pr/info/info1447/pdf/info1447.pdf

複数のセンサーで歩行の状態を検知し、モータ
ーで関節の動きをアシストすることで自然な歩
行を実現するパワード義足を開発、実用化する
ためのベンチャー企業BionicM社を設立

モーターを動力として

搭載することで膝折れを

防ぎ、椅子からの立ち上

がりや階段の昇りなどの

場面での動作を力強く

サポート

※BionicM社はシーズ・ニーズマッチング交流会2020に出展中です。



JSTのマッチング支援

大学等の研究成果と産業界とのマッチングを支援するビッグイベント
• 大学における最先端技術分野の研究成果（約350件）を展示。
• 出展者が技術内容をPRする「ショートプレゼンテーション」を実施。
• 開催回数：年間1回（8月末）［ホームページをご確認ください。］

イノベーション・ジャパン-大学見本市

大学等の発明者自身が実用化を展望した技術を企業側へ説明
• 聴講：無料［ホームページから事前登録をお願いします。］
• 場所：JST東京本部別館1階ホール（東京都千代田区）他
• 開催回数：年間80回程度［ホームページをご確認ください。］

新技術説明会
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http://www.jst.go.jp/tt/fair/

マッチング率
37％

マッチング率
28％

https://shingi.jst.go.jp/

企業側がニーズ情報を、大学側に対して発信
• 聴講：無料［ホームページから事前登録をお願いいたします。］
• 場所：JST東京本部別館1階ホール（東京都千代田区）他
• 開催回数：年間6回程度［ホームページをご確認ください。］

産から学へのプレゼンテーション http://www.jst.go.jp/tt/sanpure/

マッチング率
23％

※マッチング率 H24-H28（イノベーション・ジャパン、新技術説明会）、 H20-H27（産から学へのプレゼンテーション））

2020年度は新型コロナ感染拡大に伴い、
いずれもオンライン開催となっています。



ご清聴ありがとうございました


